
年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

18

導関数を用いて，いろいろな曲線
の接線の方程式を求めたり，いろ
いろな関数の値の増減，極大・極
小，グラフの凹凸などを調べグラ
フの概形をかいたりする。また，
それらを事象の考察に活用する。

微分法の応用 公式を利用して，法線の方程式を求めることができ
る。〔知〕
傾きや通る1点から接線の方程式を求めることがで
きる。〔技〕
曲線外の点Cから曲線に接線を引くとき，接点Aにお
ける接線が点Cを通ると読み替えることができる。
〔思〕
関数の増減や極値の問題を，導関数を用いて考察し
ようとする。〔態〕
関数の極大値・極小値や最大値・最小値を調べる際
に，増減表をかいて考察している。〔技〕
関数f(x)の極値をとるxの値が与えられたとき，必
要十分条件に注意して関数を決定することができ
る。〔技〕〔知〕

〇 〇 〇 18

関数の積及び商の導関数について
理解し，関数の和，差，積及び商
の導関数を求める。合成関数の導
関数について理解し，合成関数の
導関数を求める。三角関数，指数
関数及び対数関数の導関数を求め
る。

微分法 微分係数，微分可能の定義と，その図形的意味を理
解している。〔知〕
微分可能性を，定義に基づいて考察することができ
る。〔思〕
様々な導関数の性質や計算方法に興味をもち，具体
的な問題に取り組もうとする。〔態〕
導関数の性質，積の導関数，商の導関数，合成関数
の微分法，逆関数の微分法を理解し，種々の導関数
の計算に利用することができる。
〔知〕
指数関数の導関数を理解し，指数関数を含む種々の
関数の導関数を計算できる。〔知〕
対数微分法を利用して，複雑な関数を微分すること
ができる。〔技〕

〇 〇 〇

思

23

数列や関数値の極限の概念を理解
し，それらを事象の考察に活用で
きるようにする。

極　限 数列の極限値の定義を理解している。〔知〕
収束する数列の極限値の性質を理解し，それを用い
て，数列の極限が求められる。〔知〕
数列の式の変形が容易でない場合，「はさみうちの
原理」を用いて極限を考察することができる。
〔思〕〔知〕
無限等比数列を，公比の値で場合分けし，その極限
を考察することができる。〔思〕
繰り返しを含む図形的な問題に興味をもち，無限等
比級数を利用して考察することができる。
〔態〕〔思〕

〇 〇 〇

粘り強く考え、数学的論拠に基づき判断しようとしたり、問題解決の過程を振り返り考察する態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

簡単な分数関数と無理関数及びそ
れらのグラフの特徴について理解
する。合成関数や逆関数の意味を
理解し，簡単な場合についてそれ
らを求める。

関　数 分数関数のグラフと直線について，共有点の座標の
意味を考え，その求め方を考察しようとする。
〔態〕
無理関数y＝の表記について，グラフの平行移動と
ともに理解し，考察することができる。〔思〕
〔知〕
無理関数y＝をy＝の形に変形し，グラフをかくこと
ができる。〔知〕
逆関数，合成関数の考え方に興味・関心を示し，具
体的な問題に取り組もうとする。〔態〕

〇 〇 〇 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

新編　数学Ⅲ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身につけるようにする。

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学Ⅲ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

極限，微分法及び積分法における基本的な概
念，原理・法則などを体系的に理解し，知識を
身に付けている。

事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振
り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通
して，極限，微分法及び積分法における数学的な見
方や考え方を身に付けている。

極限，微分法及び積分法に関心をもつととも
に，それらを事象の考察に積極的に活用して数
学的論拠に基づいて判断しようとする。

数学 数学Ⅲ
数学 数学Ⅲ 4
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140

〇

合計

３
学
期

大学受験に対応できる応用力を付
けるため、過去問を解けるように
する

大学受験対策 大学受験問題に対して、積極的に取り組もうとする
〔態〕

〇 37

２
学
期

積分法についての理解を深めると
ともに，その有用性を認識し，事
象の考察に活用できるようにす
る。

積分法とその応用 積分法が微分法の逆演算であることから，不定積分
を求めようとする。〔態〕
不定積分の計算では，積分定数を書き漏らさずに示
すことができる。〔技〕
置換積分法において，おき換える式を変えたときの
計算の違いについて，興味をもって考察しようとす
る。〔態〕
積の微分の逆演算として，部分積分法を理解するこ
とができる。〔思〕
定積分の置換積分法では，積分区間の変換に注意し
て定積分を計算している。〔技〕

〇 〇 〇 33

大学受験に対応できる応用力を付
けるため、過去問を解けるように
する

大学受験対策 大学受験問題に対して、積極的に取り組もうとする
〔態〕


